
生活衛生関係対策事業費補助金の 
審査・評価の仕組み 

１．基本的考え方 

２．審査・評価に関するフロー図 

採択方針、特別課題 

（先進的モデル事業）の決定 

 申請された事業は、審査・評価会で関係営業の振興・公衆衛生の確保と的確な効果測定の
観点から評価 

 審査・評価会名簿、採択事業、採択額、成果物等は厚生労働省HPにおいて公開 

審査・評価会での審査 
 ○採択方針に基づき審査 
  ○採択事業及び配分額の決定 

交付申請・事業費の交付 

事業の実施 

中間評価の実施 

事後評価・成果の公表 

採択方針、特別課題の決定 

交付要綱・実施要領 

の公表と申請 
(組合・連合会) 

(全国センター・都道府県センター) 

採択事業の決定 

中間評価・事後評価の適切な反映 

○採択経過を公表 
○評価内容は被評価者に開示 
○採択事業は厚生労働省HPに 
   公開 

※中間的な評価としてヒアリングを 
   実施する場合がある 

 

第１3回生活衛生関係営業の振興に関する検討会 

平成２５年５月１６日 

 

資料２－２ 



平成25年度生活衛生関係対策事業費補助金の採択方針 
狙   い 内   容 

効果測定が可能な事業
の実施 

○成果指標、活動指標を明確にした事業の実施 
 
 
 
 
○主な事業について、期待される効果を簡潔に整理（生活衛生関係対策事業費補助 
   金の意義について適切に広報） 

戦略性の強化 

○各関係営業の課題に即した事業の実施 
 
 
 
 
 
○事業年度の中間で審査・評価会と関係団体との間で意見交換 
   →計画の実施状況や成果等を確認し、事業目的が達成されるよう適切に助言 
○先進的モデル事業(特別課題)の実施は複数の都道府県組合からの手上げ方式、連 
   合会が実施する方式が考えられる。全国センター等のシンクタンクの支援(委託)を受け 
   た実施も考えられる。 

組合活動の活性化 

○組合等の役割・魅力の明確化 

     
 

 補助金による事業内容に組合員を対象とする税制、融資等の内容を加え、
その意義を説明することで組合への加入促進等につなげる 

 審査・評価会でまとめる生活衛生関係営業の課題に即した先進的モデル事
業(特別課題への対応) 

 各地域、営業者の実情に即した各団体提案型事業(成果目標の明確化を
前提) 

 審査・評価会で審査、採択、評価 

 関係者が新しい仕組みに不慣れで混乱・当惑することがないよう、丁寧な説
明を前提に、改革を段階的に進める 



平成２５年度先進的モデル事業（特別課題）のねらい 

 生活衛生関係営業（生衛業）の課題解決に重要と考えられる
事業の方向性を予算執行前に示すことにより、生活衛生関係
営業対策事業費補助金の重点化を誘導 

 平成２３年度予算執行プロセスにおいて初めて実施 

  ・メリハリのある質の高い予算執行を実現 

  ・審査・評価会のフォローアップにより、PDCAサイクルを 

   確立 

 平成２５年度予算執行プロセスにおいても、先進的モデル事
業（特別課題）を重要な政策誘導ツールの一つして位置付け
て、生活衛生関係営業対策事業費補助金の重点化を図る 



平成２５年度生活衛生関係営業対策事業費補助金事業の体系 

共通課題分野
（各関係営業が共通で直面する課題の解決に資することを目的とする事
業）

先進的モデル事業
（特別課題）

団体提案型事業

 平成２５年度１９課題

 平成２５年度１２課題

業種、地域の特性に応じて提案される生活衛生関係営業の
振興を図るための事業

個別課題分野
（各関係営業が直面する課題の解決に資することを目的とする事業）
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政策課題対応型事業

重点的に取り組むべき分野や社会的

要請の強い分野を特定して機動的か

つ効果的に事業の推進を図る

連合会・組合の自由な提案

営業施設の衛生水準の維持・向上、

経営の健全化を通じて、国民の衛生

水準の向上を図るために行う独創的な

事業


